
    
    

DREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUE    
✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        

●日本の家族の救いのた

めに 

●各スモールグループのオ

イコス伝道のために 

●入門者クラスのために 

ミミ姉、和江姉、山口兄 

●英語部の働きのために 

●ユースミニストリー、サン

デースクールのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの眼、倉田一徳さんの

脳 腫 瘍 、 小 林 豊 兄 の

癌、神崎先生の目、植

木ケン兄の糖尿病、新井

雅之兄の癌、中村裕二

先生の直腸癌、藤永君

江姉の癌、Simeon 兄の

癌、スカイ君の心臓、工

藤忠行兄の癌 

        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    
Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
lvjccdw@hotmail.co.jp 

発行人： 鶴田健次 

編集人： 松岡みどり 

     

 

 

                                                                   
 

 

 

 

 （イザヤ４３：１９） 

                        編集室編集室編集室編集室    便便便便りりりり        
 

 唐突ですが、「飛行機の

墓場」というところをツアー

で行った人の記事を PC

で見つけた。そこはモハベ

砂漠の中にある空港で、

航空会社が手放した旅

客機を買い手が見つかる

まで保存したり、駐機場と

して利用したり、廃棄され

た飛行機を解体したりとい

う使われ方をするらしい。

解体はエンジンや部品、

椅子や壁のパネル、配線

などを外し、チェーンソーや

爪の付いた重機で機体を

切り刻んでいく。外された

部品はコンテナに入れ、キ

ロいくらで売る。そんな中

ANA の古い 747 を見つけ

て近寄ると、日本語で「あ

りがとう！」「素晴らしい飛

行機だった」など書かれて

いたそうだ。たぶん ANA の

整備士や CA が書き込ん

だのだろう。「愛されていた

んだ、愛しながら使ったん

だ」と思う。何だか日本人

の誇りみたいなものを感じ

て嬉しくなった。私も神様

から誇りに思ってもらえるよ

うな人になりたいと思う。だ

が、まだまだ遠そうだ。。。 

 

キリストから来る無条件の愛と主の御声 
 

証証証証しししし    ////     山中山中山中山中    綾綾綾綾    / Aya Yamanaka/ Aya Yamanaka/ Aya Yamanaka/ Aya Yamanaka    
 

ハレルヤ！主に栄光と誉れあれ！恵み深い全能の神様

により再びこうして証しできる機会をいただき、感謝の喜びで

胸がいっぱいです。私の証しは主にあってすべて真実です。

現在も共に生きておられるイエスキリスト様によって体験させ

ていただいたものです。 
  

“私は常に主をわたしの前に置く、主がわたしの右にいます

ゆえわたしは動かされることはない。このゆえに、わたしの心は

楽しみ、わたしの魂は喜ぶ。わたしの身もまた安らかである。” 

（詩篇１６：８−９） 
 

私は２００３年の１２月２１日に暖かいお人柄の鶴田牧師

と出会った後、楽しい入門者向けの聖書勉強を終え、本当

の神様の愛に触れ、ラスベガス日本人教会でバプテスマを受

けました。 

シングルマザーの私は３歳の娘の杏ちゃんと、これから先な

んのチャイルドサポートも無しで、古い自分ではなく主にあって

新しく生まれ変わり、しっかりしたママにならなきゃ、という気持

ちとプレッシャーの中で祈り、涙で胸が苦しくなる程でした。一

人ぼっちで３歳の娘をかかえ、アメリカ・ラスベガスで家族も信

頼出来る友人も味方も無く、どのように生活していったらいい

のでしょう。すごい RISK でした。しかし、私は覚悟を決めまし

た。これも自分の蒔いた種なので刈り取らなければいけない

と、主によって深い悔い改めに導かれたのです。これは自分の

考え方や生き方、また物事に対する判断の仕方などを見直

す本当に良い機会となりました。 

当時、離婚した夫からひどい虐体を受け、精神的な鬱状

態、疲労感、孤独感、やるせなさ、寂しさを感じ、それは耐

えがたい程の暗闇でした。そんな苦しみの中にいる時、神様

がこの暗闇に明かりを灯して下さったのです。イエス様というそ

の明かりは、いつも祈る時、私の暗くなった心を明るく照らし、

暖かい癒しの御声で私を励ましてくださいました。そして私を

深い信仰に導いて下さいました。ナザレの主イエス・キリスト

様はいつでも絶えず休まず近くで私を守り、常に最善の道へ

とお導き下さいます。讃えられるべきお方はただ一人、生きた

全能の存在であられる主お一人です。 

私が洗礼した後、イエス様は数えきれない程の不思議な 

業を体験させてくださいました。収入、助け人、ベイビーシッタ

ーをしてくださる方、祝福と平安と喜びと癒し、安全、移動手

段など、必要なものを全て与えていただきました。２００３年に

は、ラスベガスのリゾートホテル・シーザースパレスで、３カ国語

電話オペレーターの仕事に就くことができました。が、２００５年

２月に何故かそのドアーは閉ざされました。しかし翌月３月に

は、もっと素晴らしい Wynn Las Vegas Hotel のオペレーター

の仕事に導かれました。そこにはクリスチャンばかりの暖かいメン

バーが用意されており、私達はチームワーク賞で５つ星をゲット

し、高給料に恵まれ blessings が続く毎日でした。 

しばらくしてアメリカの経済がとても悪くなり、世の中は金融

恐慌と呼ばれるようになりました。企業の業績悪化に伴い、人

件費を抑える為の手段として雇用時間を減らされたり、人員

削減などが始まり、私もその一人でした。２００９年２月にこの

ドアーも閉まりました。しかし神のご計画は更に素晴らしく、そ

の年の夏、マッサージセラピストになる道を、祈りの中で示して

下さいました。そして全て必要な準備がなされ、２０１０年１月

からネバダ・マッサージセラピー・スクールという学校に行く事にな

りました。学んだ科目は、３３種類のテクニークでした。特に

Anatomy、Pathology、Kinesiology は、とても難しいものでし

た。ですが主に、全力を出せるようにと祈りテストやクイズに臨

むと、その全部をパスすることができたのです。イエス様は決して

私を見捨てないで応援してくださっていました。 

奇跡だった事は他にもいっぱいありました。クリスチャンのクラ

スメイトが与えられ、一緒に勉強したり、実技を互いに練習し

合ったり、恵まれた毎日を送っていました。学校へ通う１年３ヶ

月の間、私は勉強や宿題で仕事ができず心配でしたが、でも

神様はきちんと住む家と収入と食べるものを不思議な形で与

えて下さり、本当に心から主に委ねることで全て与えられたの

です。神様は、時には私の信頼できる友人を用いられ、また

教会の友人を用いて私と杏ちゃんを支えてくださいました。 

このように驚くばかりの恵みに、何度感謝の涙を流した夜が

あったことか。そして神様はご計画通りに私を良い成績で卒業

させてくださいました。実技のクリニークインターンシップでは、私

のセラピーはとても評判がよく、survey でもトップでした。 

全て神様の御手によって導かれ、祝福の中にいる毎日を思

うと、どのように神様に恩返したらよいのかわかりません。神様

の愛する人々の為に、この私を役立たせて下さったらこれ以上

の喜びはありません。神様は癒し主、神様は愛です。  

  

 

 

 

     ●●    本当本当本当本当のののの自由自由自由自由    （（（（ガラテヤガラテヤガラテヤガラテヤ５５５５：：：：１３１３１３１３－－－－１５１５１５１５））））    ●●        
 

 

パウロは、第一コリント６章１２節で、「すべてのことは、私に

許されている。しかし、すべてのことが益になるわけではない。

すべてのことは私に許されている。しかし、私は何ものにも支

配されることはない」と言っています。つまり、キリストにある本

当の自由を与えられたパウロは、すべてが自由であるという枠

組みの中で、益にならないものは選ばず、益になるものを自

分から進んで選ぶという生き方こそ、何ものにも束縛されない

本当の自由なのだと言っているのです。 

（（（（１１１１））））自由自由自由自由はははは神神神神からのからのからのからの賜物賜物賜物賜物であるであるであるである    

ガラテヤ書 5 章のテーマは、「キリストにある自由」ということ

ですが、ここでパウロは、キリストは私たちに自由を得させるた

めに私たちを奴隷のくびきから解放して下さったと言っていま

す。つまり、かつての私たちは何かの奴隷だったのです。何の

奴隷だったのでしょう。それは罪の奴隷です。 

奴隷には自由がありません。ですから、罪の奴隷であった

私たちは、罪に束縛された不自由な生活をしていました。自

由、自由と言いながら、自分の願い通りのことを出来ずにいた

のです。 

また、この罪には神による永遠の裁きが伴うにもかかわら

ず、その厳粛な事実を知らず、その裁きの定めの中で、かりそ

めの楽しみを探しながら生きていた。それがキリストを知らなか

ったときの私たちの姿です。そんな私たちを、イエス・キリストは

愛して下さって、罪の奴隷であった私たちを自由にするため

に、ご自分が代わりに奴隷のくびきを負うて下さったのです。そ

れによって私たちは、この罪の奴隷状態から解放され、本当 

の自由人としての立場をいただくことが出来たのです。 

((((２２２２) ) ) ) 自由自由自由自由のののの乱用乱用乱用乱用    

本来、神のため、人のため、自分のために与えられるべき  

自由を多くの人々が乱用し、様々な問題を引き起こしている

という現実があります。 

まず自由の乱用の一つは、自由が放縦にすり替わってしま

ったということです。「放縦」というのは、何の規律もなく、勝手

にしたいことをすることです。多くの人々が、するべきでない事を

自分たちの自由だと主張しますが、秩序に反する行動は、ど

んなに理屈を並べてその正当性を主張しても、その動機が問

題です。ペテロは、ペテロ第一の手紙２：１６で、「自由人にふ

さわしく行動しなさい。ただし、自由をば悪を行う口実として用

いず、神の僕にふさわしく行動しなさい」と言っていますが、人

間には悪を行う口実として自由をかかげる性質があるというこ

とです。 

自由の乱用に関する二つ目の例は、自由が律法主義に

すり替わってしまったということです。ガラテヤの教会の問題の

一つは、意見の違う人々のいがみ合い、争い合いというもので

した。本来、互いに愛し合うべき筈の人々が、愛し合うどころ

かいがみ合っている。なぜ彼らはいがみ合っていたのか。それは

与えられた自由を、愛をもって互いに仕え合わず、肉の働く機

会としたからです。 

((((３３３３) ) ) ) 自由自由自由自由のののの賜物賜物賜物賜物のののの正正正正しいしいしいしい使使使使いいいい方方方方    

それでは、この自由という賜物を私たちはどのように使えば

いいのでしょうか。まずその一つは、互いに仕え合うということで

す。ガラテヤ５：１３に「自由を肉の働く機会としないで、愛をも

って互いに仕えなさい」とあります。肉の働く機会とは、自分勝

手な、放縦の生活です。これは、滅びを刈り取るだけです。本

物の自由は、愛によって働く信仰によって完成されていくもの

です。 

自由の賜物を使う二つ目の使い方は、互いに愛し合うとい

うことです。ガラテヤ５：１４を見ると、「自分を愛するように、あ

なたの隣人を愛せよ」とあります。神様は、私たちに自由という

実に素晴らしい賜物を与えておられます。そこで私たちは、そ

の自由をもって互いに愛し合うことを選ぶべきなのです。 
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